
① 意向調査
の準備作
業、森林整
備の準備作
業

林地台帳整備
事業

528.0 440.0 88.0
林地台帳システムに森林所有者意向調
査結果情報と森林整備情報の取り込
み、情報整理

意向調査対象者 9
人　除間伐採施業

Ａ＝10.01ha
枝落し施業
Ａ＝10.01ha

10.01ha

② 意向調
査、集積計
画等作成

森林整備事業 2,857.0 2,857.0 0.0

森林経営計画の認定が終了または、今
後10年間森林経営計画の認定されない
場所及び森林施業が概ね10年間森林整
備が実施されていない森林を対象に森
林整備事業を実施。また、併せて対象
者に意向調査を実施

10.01 10.01
枝落し

Ａ＝10.01ha

③ 私有林整
備

自伐林家型地
域森林整備事
業

1,984.0 330.0 1,654.0

国の補助対象等の対象とならない中小
規模森林において、意欲ある中小規模
森林所有者が自ら行う森林整備に支援
し、担い手確保及び森林の公益的機能
の回復と向上を図る目的で、県補助金
に10%嵩上げし森林整備の促進を進め
る。

6.80

④ 公有林整
備（財産区
有林含む）

村有林管理事
業

859.0 859.0 0.0
公有林における森林整備施業及び作業
道整備

1.32 1路線

⑥ 林道・林
専道の整備
等

林道等維持修
繕総合管理補
助金

3,000.0 3,000.0 0.0
森林整備に必要となる林道等の維持修
繕

林道18路線
作業道15路線

⑥ 林道・林
専道の整備
等

林道リフレッ
シュ事業補助
金

6,000.0 6,000.0 0.0

既設林道のうち、森林経営計画が策定
されている施業地からの木材搬出に使
用する林道を路面整備、排水施設の整
備及び修繕、路面洗掘抑制整備、支障
木の伐採等を実施しリフレッシュさ
せ、走行性・安全性・快適性の機能強
化を図る。

林道2路線

⑫ その他
（人材育成
等）

林業活性化担
い手育成補助
金

20,190.0 20,190.0 0.0

人材育成・担い手確保に関する支援(林
業、製材業、建築業などの伝統的な産
業の衰退を防ぐため、全国からI、U
ターン者を募り、事業所に就業した場
合、事業所に補助金を交付し、雇用環
境の改善や労働安全の向上を図り、就
業先への定着を支援)

8社 13

⑭ 木質バイ
オマス利用
推進

間伐材搬出補
助金

5,000.0 5,000.0 0.0
未利用材を活用しバイオマス燃料、合
板材等に活用

Ｖ＝2,500㎥

⑮ 森林・林
業・木材普
及活動等

企業参加型森
林整備推進事
業

70.0 70.0 0.0
森林整備体験(植林)の実施を通じた普
及活動

1 35

⑮ 森林・林
業・木材普
及活動等

100年の森林
づくり構想事
業

40.0 40.0 0.0

東白川村100年の森林づくり構想に沿っ
た森林づくり及び令和3年度に開催した
東白川村森林づくりフォーラムを受け
た多様性のある森林づくりの勉強会の
開催

広葉樹林化に向け
た現地調査及び栗
等180本植林

合計 40,528.0 38,786 1,742.0

間伐
（ha)

除伐
（ha)

その他（作業種、
実績値を記載）

普及啓発（イベント等）

森林作業道
の開設延長

(m)

その他

事業体等への助成
研修や普及啓発

イベント等

事業体数

その他

人材育成・担い手確保
対策

その他（作業種、
実績値を記載）

 回数
（回）

参加者・
体験者数
（人）

支援対象
者数
（人）

【ワンフレーズ】
・税を活用して、森林経営計画の認
定が終了した場所などの除間伐及び
枝落し(10.01ha)を実施することによ
り、森林整備につながった。
・森林整備に必要な林道等の修繕
（崩土除去林道18路線等)ができ、森
林の有する公益的機能の発揮につな
げることができた。
・木材搬出に使用する既設林道の路
面整備等を実施することにより、効
率をあげることにつながった。
・担い手育成に8事業者13名の雇用創
出につながった。
・多様性のある森林づくりとして、
栗などの広葉樹の植林を試験的に実
施した。
【詳細】
税の活用により、
・森林経営計画の認定が終了または
今後5年間森林経営の認定されない場
所および森林施業が概ね10年間森林
整備が実施されていない森林を対象
に枝落し(10.01ha)を実施することに
より、森林整備につながった。
・意欲ある中小規模森林所有者が行
う森林整備への支援により、森林整
備の促進へとつながった。
・木材搬出を行う際に路面等が荒
れ、通行に支障をきたしかねない林
道の整備等を実施することにより、
走行性・安全性・快適性の機能強化
を図り、木材搬出の効率も良くなり
ました。
・本村は過疎地域なため、本税を担
い手事業・確保事業(林業活性化担い
手育成事業)に活用し、I、Uターン者
を含む8事業所13名の雇用創出につな
がった。
・森林道の維持補修(崩土除去(林道
等18路線)、草刈(林道等15路線)を行
い、林内作業の安全確保につながっ
た。
・未利用間伐材の利用促進につなが
り、バイオマス燃料等に活用するこ
とができた。
・企業と連携した森林整備体験（植
林)を実施し、小学生からご年配の方
まで幅広い年齢層の35名が参加し、
森林整備や里山について学ぶ機会と
なりました。
・「100年の森林づくり構想」の方針
に則り、ヒノキやスギの人工林が大
半を占める村内において、山奥など
の木材搬出に適さない箇所での「環
境保全林」を目指し、試験的に栗な
どの広葉樹を植林しました。今後
は、育成状況などを調査していき多
様性のある森林づくりを進めていき
ます。

令和４年度　森林環境譲与税の使途について

事業区分 事業名

(6)事業総額（千円）

事業内容

(10)実績

(A)+(B)
(A)うち森林環境
譲与税（千円）

(B)うち他の財
源（千円）

森林整備関係

森林所有者への意向確認

森林経営管理法に
基づく経営管理意
向調査実施面積

(ha)

アンケート等によ
る意向確認実施面

積(ha)


